
国際⼒動的⼼理療法学会第27回年次⼤会
プレ•ワークショップ
第27回年次⼤会が11⽉に東京にて開催されます。⼤会テーマは「⼒動⼼理学における意志」
です。⼒動的⼼理療法では、クライアントが⾃分で⾃分の問題に取り組む意志を持つことを重
視していますが、⾃分の問題を認めることができない、助けを求めることができない、助けを
拒否するクライアントも多くいます。問題に⾃ら取り組む意志が持てない、事例性の成⽴が困
難な⼈々です。ではこのような⼈びとには⼒動的⼼理療法はできないのでしょうか。否、そこ
にはセラピスト側の事例性成⽴を助ける仕事があります。事例性とは何か、事例性成⽴に向け
ての実際を病院臨床のベテランから学びましょう。

Zoomによる
形 式 オンラインワークショップ

対象：精神医療領域に限らず、⼼の教育・治療及びメンタルヘ
ルスに関わる専⾨家とそれを⽬指す⼤学院⽣（初学者も可）

2023年9⽉10⽇(⽇) 10:00〜12:00（定員30名）

能 幸夫 (のう ゆきお) 
（本学会理事・PAS⼼理教育研究所所⻑・

湘南病院相談室：病院臨床歴36年)
第2回

「事例性の成⽴」とは何か
ーカウンセリング・⼼理療法を始めるためにー
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学会主催

東京都⽬⿊区駒場2-8-9  PAS⼼理教育研究所内
国際⼒動的⼼理療法学会 事務局 E-mail: iadp@iadp.info

⽇時

講師



申込

必要事項をご記入の上、E-mail、FAXまたは郵送にて学会事務局までお申込下さい。

①お名前 ②ご年齢 ③性別 ④住所 ⑤電話番号 ⑥メールアドレス（携帯アドレスは不
可）⑦ご所属・職種 ⑧最終学歴 ⑨会員／非会員 ⑩本プログラムをお知りになった
きっかけ ⑪本プログラムへのご関心 ⑫領収書を希望される方は、ご宛名と受取方法
（郵送／メール）
＊申込用紙は学会ホームページよりダウンロード出来ます (https://www.iadp.info/)
＊申込締切：プログラム開催日の１週間前までとなります。

研修
内容

参加費

国際力動的心理療法学会(International Association of Dynamic Psychotherapy)は、1995年、理事長
の小谷英文Ph.D.(国際基督教大学名誉教授)と故Edward L. Pinney M.D.(元アメリカ精神分析医協会会長)に
よって設立されました。心理療法に関する本質的知識と技術の集積を力動的見地から行い、心理療法の人類
にとっての意味を深め、その臨床効果性を高める研究を推進することを目的とした学会です。

【年次大会のご案内】
国際力動的心理療法学会 第27回年次大会 2023年11月3日(金・祝)～5日(日)
大会テーマ「力動心理学における意志 Will in Dynamic Psychology」
大会会長：花井 俊紀（PAS心理教育研究所・吉祥寺心理教育研究所所長・大妻女子大学非常勤講師）
会場：大妻女子大学 千代田キャンパス（東京）
大会ウェブサイト https://www.27annual.iadp.info/
学会ウェブサイト https://www.iadp.info/（入会手続きはこちらから）

⼀般専⾨家：4,000円 学会員：3,000円
⼤学院⽣：2,000円

前半はレクチャー、後半は実際の事例の提示による理解とディスカッション
【講師よりメッセージ】事例性（caseness）の概念は、昨今のメンタルヘルスや一部の臨床心理学的
援助のホームページなどでは、疾病性（illness）の概念と並べて、疾病性がクライエントの病的側面
に目を向ける視点で、事例性はクライエントの社会的側面に目を向ける視点と解説されています。
事例性の概念の歴史を見ると、ことはそれほど単純ではありません。もともと1960年半ばに事例性

という用語を日本の精神医学に導入する際に、いわゆる精神衛生相談における相談ケースと臨床ケー
スにおける、問題ケースへの対処として生かせるのではないかということが、日本における事例性概
念の出発点となっています。その背景には、反精神医学運動の影響が根強くあり、当時の第一線議論
が『精神医学と疾病概念』という本にまとめられました。
その流れを受けて、1980年代の終わりの『臨床心理学概説』では、事例性は、“クライエントが、

なぜ、いつ、どこで、誰によって事例と見なされたのかという諸要因の総合”と概念化されています。
さて、当学会の理事長の小谷英文先生は、カウンセリング、心理療法含む心理面接を、「心理面接

は、事例性の成立クライエントを対象とし、…」というところから定義づけました。ここで言う事例
性は『臨床心理学概説』の事例性の概念を前提としています。事例性が成立することで、当該のクラ
イエントはその心理面接のクライエントになるということです。ここにはとても大事な深い意味があ
ります。

事例性とは何か、事例性の成立とは何か、その概念の重要性を、大会ワークショップの前座として、
ここでしっかりつかみ直してみましょう。
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